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9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 前年度の結果から、単結晶シリコン太陽電池の基板表面に対して、SiO2 被膜ナノ粒子を配置する方法

は、プラズモン効果を光電変換効率に還元する上では有効ではないと示唆された。この一因として、プラ

ズモン効果の強電場領域によるキャリア励起の促進が起こる場所が、効果的ではないということが挙げら

れた。この問題を改善する方法として、色素増感太陽電池内部にSiO2 被膜金ナノ粒子を導入し、プラズ

モン効果の光電変換効率への寄与を観測した。 

プラズモン効果により発生する強電場領域は、ナノ粒子表面からの距離に依存する。プラズモン効果の

強電場による影響を観測するために、膜厚10 nm以下の薄膜のSiO2 被膜と、膜厚40 nm 以上の厚膜のSiO2 被

膜を行った金ナノ粒子を導入した。その結果、ナノ粒子を導入することで色素増感太陽電池の光電変換効

率は共に上昇したが、外部量子効率の上昇の仕方に違いが見られた。薄膜のナノ粒子では波長540 nmのプ

ラズモン吸収領域と一致する波長で、外部量子効率が大きく向上することが確認された。厚膜のナノ粒子

では、ナノ粒子の散乱効果により広い波長域で外部量子効率が上昇した。薄膜のSiO2 被膜金ナノ粒子を

導入した色素増感太陽電池では、導入していない色素増感太陽電池と比較して、光電変換効率も0.9 %上

昇し、この結果はプラズモンの局在場が外部量子効率に寄与したことを示唆している。 以上の結果から

、当初予定した通り色素増感太陽電池に対してプラズモン効果を導入し、効率上昇を実現できた。 

薄膜Si 太陽電池に対しても、基板上に対して金ナノ粒子を配置し、プラズモン効果の観測を行ってい

る。 
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(8)                                     
11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 

その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 
＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 

（区分） 
（理由）本研究課題は平成 25 年度が最終年度であるため、記入しない。 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
本研究課題は平成 25 年度が最終年度であるため、記入しない。 
 
 
 
 

 
13．研究発表（平成２５年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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